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現
議
会
、
米
田
播
賢
の
代
表
宵
闇
よ
り

「
学
び
喧
し
」
に
支
援
を

高
知
県
議
会
米
田
氏
求
め
る

日
本
共
産
党
の
米
田
稔

・
高
知
県
議
は
2
月
2
8
日

の
県
議
会
代
表
質
問
で
、

私
立
太
平
洋
学
園
高
校

（
高
知
市
）
が
託
児
室
を

設
置
し
、
妊
娠
・
出
産
し

た
高
校
生
の
学
び
直
し
を

支
援
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
へ
の
県
の
支
援
を
求

め
ま
し
た
。

私
立
で
県
内
唯
一
の
定

達
陸
曹
の
生
徒
を
受
け
入

れ
、
学
び
直
し
の
機
会
を

提
供
。
託
児
室
を
設
置

摺
絹
粥
詩
誌
噂
琵

岡
崎
順
子
文
化
生
活
塾

長
は
私
立
学
校
の
学
力
や
－

教
育
環
境
の
向
上
を
目
的

受
け
る
権
利
を
保
障
す
る

た
め
の
教
育
環
境
整
備
で

あ
り
、
貧
困
の
連
鎖
を
教

育
の
力
で
断
ち
切
る
責
重

な
ツ
ー
ル
の
一
つ
に
な

疎
講
擢
盤

縄
県
名
護
市
沿
岸
に
相
次

い
で
墜
落
し
た
問
題
を
取

り
上
伊
、
「
オ
レ
ン
ジ
ル

ー
ト
（
四
国
上
空
な
ど
）

で
の
訓
練
の
再
開
は
許
さ

れ
な
い
」
と
た
だ
し
ま
し

た
。
尾
崎
正
薗
知
事
は
外

務
・
防
衛
両
省
に
オ
レ
ン

ジ
ル
ー
ト
下
で
の
訓
陳
の

中
止
を
要
請
し
た
と
の

べ
、
「
そ
の
姿
勢
に
変
わ

り
は
な
い
」
と
答
え
ま
し

た。

ビ
キ
ニ
被
災
の
皆
首
相
に
趨
召

死
角
の
謹
書
公
案
で
出
域

我

－

蜜

轟

曇

裳

聾

警

葉

書

憲

驚

喜

蛋

筆

書

言

終
り
、
弼
房
倉
皇
か
・
ウ
摩
∴
日
日

倉
移
信
書
屋
で
の
端
聾
穿
塩
生／

r
茎
撃
た
↓
　
窪
ま
姦
撃

紺
鼠
岩
間
に
務
で

大
軍
浮
腰
で
国
に
て

蕾
逆
毛
同
書
と
壇

か
立
言
∴
少
に
当
の
な
ど
も
を
孝
に
昇
り

を
7
た
教
育
乙
　
と
房
窟
尾
看
捌
・
逓
信

柳
で
唐
癌
1
セ
言
名
木
霧
厨
に
拷
問
．

仁
入
り
ま
す
．

私
事
右
会
務
で
の
／
簡
一

度
拐
著
窃
酉
圏
に
立
弓

貿
捧
申
劉
膚
の
庭
組
栂
の
後
／

岬
協
房
身
篭
m
教
伊
屡
に
っ
い

で
脇
努
警
岳
に
務
夢
を
者
初
〟

発
雷
諦
宏
窒
度
々
う
壁
す
す
後
考
憂
撥
の

み
諺
も
用
言
．
醇
選
言
弄
き
き
ー
キ
ー
だ

募
－
た
動
線
の
‖
／
姦
第

篠
ウ
生
霊
㌢
㌫
γ
た
か

胞
会
糸
の
塊
窮
か
↓
ィ
醇
等

宅
貴
会
の
鰻
点
摩
　
よ
く

ゎ
、
タ
フ
だ
レ
と
の
第
七
ダ
ー
ィ

ィ
湾
蓉
葦
を
－
そ
美
麗
警
害
で
苦
れ
W
l

努
窄
新
人
グ
空
緒
を
ん
か
拷
ん
で
十
ヂ
万

客
の
ク
動
が
小
・
坤
考
磐
什
I
ニ
希
牽
旗
を
屈
譲
。

十
三
∴


